
 

1986年 11月 30日に児童文学作家の瀬田貞二さんが『絵本論』を 

出版したことにちなみ、民間図書館「絵本と図鑑の親子ライブラリー」 

（ビブリオキッズ＆ビブリオベイビー）が記念日として制定しました。 

 

日本において、戦後、“絵本”に関する基本的な 

考え方を最初に示し、その後の絵本の世界に 

大きな影響を与えた本です。 

 

『きょうはなんのひ？』や『お父さんのラッパばなし』を創作した人です。 

また、 『三びきのやぎのがらがらどん』 、『おおかみと七ひきのこやぎ』 、 

映画化された 『ナルニア国ものがたり』 、『指輪物語』などの翻訳者としても知られています。 

 


